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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成22年11月18日(2010.11.18)

【公開番号】特開2010-47826(P2010-47826A)
【公開日】平成22年3月4日(2010.3.4)
【年通号数】公開・登録公報2010-009
【出願番号】特願2008-215777(P2008-215777)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/58     (2006.01)
   Ｃ２１Ｄ   8/02     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/06     (2006.01)
   Ｃ２１Ｃ   7/00     (2006.01)
   Ｃ２１Ｃ   7/072    (2006.01)
   Ｃ２１Ｃ   7/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０１Ｂ
   Ｃ２２Ｃ  38/58    　　　　
   Ｃ２１Ｄ   8/02    　　　Ｂ
   Ｃ２２Ｃ  38/06    　　　　
   Ｃ２１Ｃ   7/00    　　　Ｈ
   Ｃ２１Ｃ   7/072   　　　Ｚ
   Ｃ２１Ｃ   7/10    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月1日(2010.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　質量％で、Ｃ：０．０１～０．１３％、Ｓｉ：０．０４～０．６％、Ｍｎ：０．５～２
％、Ｐ：０．０１％以下、Ｓ：０．００３％以下、Ｂ：０．０００７％を超え０．００５
％以下、Ａｌ：０．０５％未満、Ｎ：０．００７％以下およびＯ：０．００３％以下を含
有し、残部はＦｅおよび不純物からなり、下記（１）式から求められるＢｑ値が０．００
３以下、下記（２）式から求められるＣｅｑ値が０．１５～０．３５であり、かつ、表層
から２ｍｍ以内の領域における酸化物数が１平方ｍｍあたり５×１０４個以下であること
を特徴とする耐疲労亀裂進展特性に優れた鋼材。

　ただし、上記式中の各元素記号は、各元素の含有量（質量％）を意味する。なお、各元
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素の含有量が不純物レベルの場合には０を代入するものとする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　（１）質量％で、Ｃ：０．０１～０．１３％、Ｓｉ：０．０４～０．６％、Ｍｎ：０．
５～２％、Ｐ：０．０１％以下、Ｓ：０．００３％以下、Ｂ：０．０００７％を超え０．
００５％以下、Ａｌ：０．０５％未満、Ｎ：０．００７％以下およびＯ：０．００３％以
下を含有し、残部はＦｅおよび不純物からなり、下記（１）式から求められるＢｑ値が０
．００３以下、下記（２）式から求められるＣｅｑ値が０．１５～０．３５であり、かつ
、表層から２ｍｍ以内の領域における酸化物数が１平方ｍｍあたり５×１０４個以下であ
ることを特徴とする耐疲労亀裂進展特性に優れた鋼材。

　ただし、上記式中の各元素記号は、各元素の含有量（質量％）を意味する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　Ｃ：０．０１～０．１３％
　Ｃは、強度を確保するために必要な元素である。その含有量が０．０１％未満では必要
とする強度を確保することができない。しかし、その含有量が０．１３％を超えると、溶
接した場合に溶接熱影響部（以下、「ＨＡＺ」と呼ぶ。）、母材共に靱性を確保すること
が難しくなる。従って、Ｃの含有量は、０．０１～０．１３％とした。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
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【表１】
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